
2025.1.20 _o_e 

(

2

)

萎
老
令
の
条
文
に
あ
た
る
部
分
を
全
文
現
代
語
に
訳
せ
。

[
-
]
（
古
代
）
•
[
己
（
中
世
）
•
[
三
（
近
世
）
•
[
四
]
（
近
・
現
代
）
の
う
ち
、
自
分
の
専
攻
す
る
時
代
の
問
題
を
選
ん
で
解
答
せ
よ
。
但
し
、
複
数
の

時
代
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。

問

□
]
（
古
代
）
次
の
A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。
但
し
、
解
答
用
紙
に
設
問
の
記
号
・
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

躙
澄
者
披
抄
墨
追
声
隣
諷
風
波
而
流
落
也
．
繹
云
表
者

凡

没

＝

落

外

蕃

得

還

。

及

化

外

人

蹄

化

被
極
墨
也
落
者
舞
風
浪
而
流
宕
也
．
袈
登
賊
幽
浣
撰
也
。

．
 

穴
云
。
問
。
飛
騨
典
n

駒
騨
其
別
何
答
。
騒
騨
令
條

直
行
捏
飛
騨
否
合
＞
有
＾
其
限
該
＞
是
為
＞
別
也
．

者

。

所

在

國

郡

゜

給

衣

粗

＿

具

牡

瓜

嶺

飛

騨

申

奏

。

茜

士

御

意

飛

騨

者

騨

偲

上

下

非

淑

僕

但

馳

蒜

専

使

上

下

也

．

奏

云

．。
未

募
心
豚
讀
弄
正
客
耳
。
後
定
。
塾
騨
専
使
者
。
明
案
可
知
也
゜
化
外
人
゜
於
寛
國
附
貫
安
置
。
祠
待
報

之
後
．
阻
貫
安
置
不
．
先
云
待
謳
附
敏
而
末

祠

伺

寛

國

詞

田

桑

國

両

如

屋

郡

也

゜

没

落

人

。

依

奮

貫

無

奮

貫

任

和

包

近

親

附

貫

。

繹
写
塁
―
H
棄
桓
寛
國
肴
亦
藁
之
。
跡
云
．
没
落
人
欲
祖
寛
國
奢
．
亦
漉
．
古
記
琴
化
内
人
。
任
於
途
皐
阻
貫
．
雨
若

架
桓
寛
國
奢
。
亦
聰
之
。•K
-：
一
゜
無
喜
冥
罪
元
年
不
恒
籍
帳
批
。
塁
落
之
人
不
谷
酷
帳
薮
追
但
田
及
租
調
役
否
見

責
私
案
此
條
為
悸
落
外
蕃
楓
還
生
丞
其
於
祀
―
四
落
散
考
依
上
失
郷
條
乗
芸
無
並
給
粕
゜
遁
送
使

薔
貫
謂
従
、
本
末
祖
貫
人
也
。
没
落
人
常
不
捺
帳
故
烹
諏
。
没
落
人
亦
痣
報
限
貫
不
。
答
。

朱
云
。
志
知
意
送
行
事
何
゜
答
或
―
K
。
前
所
需
今
指
豚
往
之
歳
悔
古
記
一
芍
問
。
若
有
。
オ
伎
着
。
奏
聞
聰

逹
蘭
所
ー
y
軌
叉
上
句
。
具
嵌
羞
鼻
若
夏
爾
答
．
上
二
飛
騨
時
不
徊
喧
オ
僕
後
始
駆
オ
伎
考
査
言
耳
＊

(

1

)

養
老
令
の
条
文
に
あ
た
る
部
分
を
全
文
読
み
下
せ
。

(

3

)

大
宝
令
の
条
文
は
養
老
令
の
条
文
と
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
た
か
述
べ
よ
。

A
次
の
史
料
を
i
読
ん
で
問
い
に
答
え
よ
。

-

]

0

二
五
年
度

【

修

士

課

程

】

専

門

科

目

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

日
本
史
学
コ
ー
ス

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
縦
）
•
横
書
）
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右
東
海
道
観
察
使
従
三
位
行
式
部
卿
藤
原
朝
臣
葛
野
麻
呂
奏
＿
闊
＿
倫
．
乗
漆
之
課
．
具
載
ュ
令
條
ご
多
殖
日
ク
生
．
養
乃
成
＞
林
．

至
手
採
用
＿
公
私
由
乏
。
然
國
郡
官
司
不
＞
務
ー
ー
催
殖
屁
致
飼
乏
一
謹
案
＝
天
平
二
年
五
月
六
日
格
盆
~
．
諸
國
＿
泥
＞
進
桑
漆
寺

帳
或
回
循
奮
案
但
改
年
紀
一
或
虚
作
一
ー
増
減
与
資
不
＞
同
自
今
以
後
。
厳
加
捉
溺
I

依
令
殖
禍
毎
＞
年
巡
釜
賣
録
申
＞
之
。

如
婁
使
勘
會
与
薔
賓
不
＞
同
者
。
國
司
必
加
祐
一
貶
責
一
郡
司
鮮
＝
却
見
任
一
自
今
以
後
永
為
ー
ー
恒
例
I

者
。
然
猶
積
習
生
＞
常
。
押
＞
法
無

悛
。
望
請
。
下
蜘
嘗
道
菱
替
分
附
。
若
不
蝠
孟
翠
者
。
拘
留
解
由
＿
以
懲
示
迄
要
其
貶
責
鮮
任
一
依
与
先
格
者
。
右
大
臣
宣
。
奉

勅
辰
今
奏
。
自
餘
諸
道
亦
同
淮
＞
此
．

大
同
二
年
正
月
廿
日

應
シ
」
道
諸
國
催
＝
殖
乗
漆
事
｝

太
政
官
荷

（
三
）
本
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

（
二
）
引
用
関
係
が
わ
か
る
よ
う
に
、

全
文
を
現
代
語
に
訳
せ
。

(
-
)
常
用
漢
字
を
用
い
て
、
引
用
関
係
が
わ
か
る
よ
う
に
、
全
文
を
読
み
下
せ
。

B

次
の
史
料
を
読
ん
で
問
い
に
答
え
よ
。

二
0
二
五
年
度

【
修
士
課
程
】

専
門
科
目

日
本
史
学

コ
ー
ス

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
縦
了
横

2
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A 

(

1

)

読
み
下
し
文
を
記
せ
。
字
体
は
現
行
通
用
し
て
い
る
も
の
に
改
め
る
こ
と
。

(

2

)

傍
線
部
の
訓
み
方
と
こ
こ
で
の
意
味
を
記
せ
。

(

3

)

本
史
料
全
体
の
大
意
を
記
せ
。
適
宜
言
葉
を
補
っ
て
構
わ
な
い
。

右
件
御
薗
者
紳
郡
取
中
往
古
軸
領
‘
供
祭
御
贄
有
勤
無
怠
‘
誠
錘
f
l
多
歳
也
‘
謂
本

領
主
紳
祇
権
少
副
大
中
臣
宗
幹
之
領
也
‘
而
聟
祭
主
佐
醐
偲
得
其
女
子
香
子
‘
其
養

子
僧
行
快
博
領
誠
行
法
殊
勝
九
十
一
逝
去
‘
為
o
i
フ
・
、
子
行
恵
漿
継
‘
抑
行
恵
雑
為
貞

正
入
道
末
葉
、
生
年
一
歳
之
時
、
外
戚
祖
父
藤
原
翻
國
‘
取
放
養
育
‘
十
二
歳
之
時
参
入

於
本
師
之
許
‘
十
五
歳
上
洛
於
東
大
寺
遂
本
寺
大
業
皐
、
東
寺
入
流
、
多
年
ー
―
一
時
行
法

勤
法
‘
菱
鴬
御
薗
薪
役
云
軸
役
‘
云
祭
主
門
並
役
、
た
母
日
有
勤
哉
‘
件
御
薗
敢
中
堅
蓮
華

寺
云
ヽ
‘
巳
経
二
百
余
歳
也
、
在
寺
僧
十
人
‘
十
二
時
法
花
三
昧
勤
修
‘
奉
始
自
十
善
帝

王
、
祭
主
井
三
人
宮
司
二
宮
祢
冥
惣
天
下
安
穏
之
由
祈
精
‘
随
代
＼
祭
主
、
野
被
免
門

並
役
也
‘
而
去
年
十
二
月
廿
五
日
夜
中
‘
敷
多
武
者
可
乱
入
也
、
早
可
出
之
由
‘
勲
藤
庄

司
家
人
則
安
依
告
末
‘
俄
退
出
之
刻
‘
七
八
段
許
退
出
之
時
、
武
者
乱
入
倉
く
住
房
‘
納

物
皆
恙
追
捕
取
畢
‘
見
此
鉢
‘
御
薗
百
姓
等
遊
出
之
間
‘
惣
依
紳
宮
之
訴
‘
聞
食
正
霜
之

愁
歎
‘
紳
宮
御
座
郷
内
停
止
武
士
之
乱
妨
‘
可
勤
仕
軸
役
之
酋
‘
依
北
条
之
下
知
、
所
司

〔

士

〕

住
人
等
師
住
之
刻
、
今
年
正
月
十
二
日
夜
作
武

□二
手
‘
乱
入
干
大
乃
木
・
棚
稿
雨
郷
、

打
破
門
戸
之
刻
‘
村
ミ
大
少
諸
人
褻
向
之
間
、
物
具
捨
退
畢
―

k

一
＼
誠
帯
可
知
行
御
下
文

者
、
日
中
凸
向
沙
汰
者
‘
可
経
沙
汰
之
虞
‘
雨
度
夜
中
依
致
追
捕
、
所
司
住
人
皆
悉
捨
住

宅
交
山
林
云
＼
為
公
私
空
技
也
、

一
大
橋
御
薗
事

問
U

-

]

（
中
世
）
次
の

A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。

-

、

-
O
二
五
年
度

【

修

士

課

程

】

専

門

科

目

※

w
e
b掲
載
に
際
し
、
左
の
と
お
り
出
典
を
追
記
し
て
お
り
ま
す
。

『
大
日
本
古
文
書
醍
醐
寺
文
書
之
二
』
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

日
本
史
学
コ
ー
ス

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
留
）
・
横
書
）
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B
 

二
0
二
五
年
度

【

修

士

課

程

】

専

門

科

目

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

日
本
史
学
コ
ー
ス

(

1

)

左
の
史
料
の
読
み
下
し
文
を
記
せ
。

(

2

)

左
の
史
料
の
傍
線
R
は
誰
の
軍
勢
か
。
姓
名
を
記
せ
。

(

3

)

左
の
史
料
の
差
出
者
で
あ
る
北
条
氏
康
の
張
を
概
説
せ
よ
（

数
は
任
意
）
。

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
届
）
・
横

先
日
者
、
御
懇
札
再
三
披
見
本
望
候
、
一
、
年
来
国
家
御
祈
念
頼
入
候
之
処
、
此

度
北
秋
出
張
、
国
中
山
野
之
騨
、
被
失
御
面
目
之
由
、
更
不
及
分
別
候
、
去
春
恐
景

虎
威
勢
、
為
始
正
木
、
八
州
之
弓
取
不
残
雖
寄
来
候
、
武
相
城
之
内
、
江
戸
・
河
越

七
八
ヶ
所
之
地
、
無
相
違
、
結
句
度
々
戦
得
勝
利
、
凶
徒
無
程
破
北
候
、
於
所
々
往

覆
之
敵
侍
凡
下
討
取
事
千
余
人
、
是
偏
非
御
祈
念
之
力
哉
、
一
旦
之
念
劇
不
苦
候
、

畢
寛
此
上
励
信
心
極
候
殿
、
普
天
之
下
無
不
王
土
上
、
御
修
理
可
走
廻
由
、
尤
任
御

意
見
候
、
然
者
豆
州
仁
科
之
郷
禁
裏
就
御
領
所
、
先
年
勧
修
寺
殿
為
勅
使
御
下
向

之
時
、
氏
綱
三
ヶ
年
進
納
、
其
後
遠
境
故
中
絶
候
、
任
彼
御
由
緒
、
仁
科
之
郷
可
致

進
上
之
由
、
覚
悟
仕
候
、
一
、
万
民
哀
憐
、
百
姓
可
尽
礼
御
意
見
、
令
得
其
意
候
、

去
年
分
国
中
諸
郷
へ
下
徳
政
、
妻
子
下
人
券
捨
、
為
年
経
迄
遂
乱
明
、
悉
取
帰
遣
候
、

当
年
者
諸
一
揆
相
之
徳
政
、
就
中
、
公
方
銭
本
利
四
千
貫
文
、
為
諸
人
捨
之
、
蔵
本

押
置
、
現
銭
番
所
集
、
昨
今
諸
一
揆
相
二
致
配
当
候
、
家
之
事
、
慈
悲
心
深
信
仰
専

順
路
存
詰
候
間
、
国
中
之
聞
立
邪
民
百
姓
之
上
迄
、
無
非
分
為
可
致
沙
汰
、
十
年
已

来
置
目
安
箱
、
諸
人
之
訴
お
聞
届
、
探
求
道
理
候
事
、
一
点
毛
頭
心
中
二
会
乎
偏
頗

無
之
候
、
天
道
明
白
敗
、
八
州
不
残
渡
当
方
二
来
候
、
徐
廿
年
存
国
家
二
候
間
、
一

代
之
内
、
無
横
合
時
身
退
者
、
聖
人
之
教
与
存
、
去
年
息
氏
政
該
渡
位
、
隠
遁
之
進

退
候
得
共
、
大
敵
蜂
起
、
氏
政
若
輩
之
間
、
無
了
簡
、
国
家
之
成
意
見
候
、
然
二
氏

康
無
善
根
間
、
如
此
与
候
、
此
貴
意
、
乍
恐
御
相
違
候
、
縦
善
根
有
之
共
、
心
中
之

邪
二
而
、
諸
寺
諸
社
領
令
没
倒
様
な
る
国
主
二
付
而
者
、
如
何
様
之
大
社
之
御
修
理
、

何
ヶ
度
致
之
候
共
、
神
者
不
可
受
非
礼
、
縦
不
向
経
論
聖
教
、
常
二
不
信
之
様
二
候

共
、
心
中
之
実
、
即
可
叶
天
道
候
欺
、
於
氏
康
、
或
不
足
之
出
家
沙
門
お
憐
懲
、
或

伽
藍
零
撥
之
所
歎
ヶ
敷
間
、
先
年
午
歳
、
鎌
倉
在
馬
之
翻
、
諸
寺
・
諸
山
周
寄
附
田

昌
候
キ
、
其
外
国
中
之
神
社
・
仏
閣
へ
少
充
之
料
所
お
雖
寄
進
仕
候
、
一
歩
之
地
も
｝

押
領
之
事
者
、
一
代
不
覚
候
、
何
之
攀
二
敗
、
可
背
天
道
候
哉
、
天
運
不
尽
者
、
一

戦
勝
判
無
豪
候
、
併
人
者
不
可
如
和
二
欺
、
（
中
略
）
恐
々
敬
白
、

瞬

見

碑

慮

日

氏

康

金
剛
王
院
御
同
宿
中

4
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A 
(

2

)

 

(

1

)

 

問
U

-

]

全
文
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

読
み
下
し
文
を
記
し
な
さ
い
。

左
の
史
料
は
、
寛
政
二
（
一
七
九
0

)

年
六
月
、
幕
府
か
ら
林
大
学
頭
信
敬
へ
宛
て
た

申
渡
書
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
設
問
に
答
え
よ
。

御
代
々
御
信
用
之
御
事
二
而
、
已
二
其
方
家
代
々
右
学
風
維
持
之
事
被

可
申
筈
二
候
、
然
ル
処
、
近
頃
世
上
種
々
新
規
之
説
を
な
し
、
異
学
流
行
風
俗
を
破
候
類
有
之
、
全
く
正
学
衰
微
之
故
二
候
哉
、
甚

不
相
済
事
二
而
侯
、
其
方
門
人
共
之
内
二
茂
右
体
学
術
純
正
な
ら
さ
る
も
折
節
者
有
之
様
二
も
相
聞
、
如
何
二
候
、
此
度
聖
堂
御
取
締

厳
重
二
被

仰
付
、
柴
野
彦
助
•
岡
田
清
助
儀
も
右
御
用
被
仰
付
候
事
二
候
得
者
、
能
々
此
旨
申
談
し
、
急
度
門
人
共
異
学
相
禁
之
、

猶
又
不
限
自
門
他
門
二
申
合
、
正
学
講
究
い
た
し
、
人
材
取
立
候
様
相
心
掛
可
申
候
事

(

3

)

近
世
後
期
の
学
問
に
つ
い
て
、
考
え
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

朱
学
之
義
者
、
慶
長
以
来

（
近
世
）
次
の

A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。

二
0
二
五
年
度

【
修
士
課
程
】

専
門
科
目

仰
付
置
候
儀
二
候
得
者
、
無
油
断
正
学
相
励
、

日
本
史
学
コ
ー
ス

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

門
人
共
取
立

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
鉦
8
•
横

51 ／
 
8
 



B
 

(

2

)

江
戸
時
代
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
禁
止
に
つ
い
て
考
え
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

(

1

)

 

右
の
史
料
を
宛
所
に
注
意
し
な
が
ら
要
約
し
な
さ
い
。

是
ハ
阿
蘭
陀
人
え
相
伝
之
覚
書
、

右
四
通
、
備
中
守
持
参
之
覚
書
之
写
也
、

（

四

）

覚

き
り
し
た
ん
宗
門
之
儀
、
堅
御
制
禁
之
上
、
弥
守
其
旨
、
弘
彼
法
之
者
不
可
乗
来
、
若
致
違
背
候
は
、

載
来
る
に
を
ひ
て
は
、
同
船
之
者
た
り
と
い
ふ
と
も
可
申
上
之
、
急
度
御
褒
美
可
被
下
之
者
也
、

是
ハ
唐
舟
二
乗
来
族
え
相
伝
覚
書
、

（

三

）

覚

き
り
し
た
ん
宗
門
之
儀
、
か
た
＜
御
制
禁
之
上
、
弥
守
其
旨
、
伴
天
連
井
宗
旨
之
者
不
可
乗
来
、
若
致
違
背
候
は
、

自
然
か
く
し
の
せ
来
る
に
を
ひ
て
ハ
、
同
船
之
者
た
り
と
い
ふ
と
も
可
申
上
之
、
急
度
御
褒
美
可
被
下
之
者
也
、

右
、
諸
大
名
え
被
仰
出
浦
々
御
仕
置
之
奉
書
、

寛
永
十
六
年
七
月
五
日

対
馬
守
在
判
（
阿
部
重
次
、

豊
後
守
在
判
（
阿
部
忠
秋
、

伊
豆
守
在
判
（
松
平
信
綱
、

（

二

）

条

々

き
り
し
た
ん
の
宗
門
雖
為
御
制
禁
、
今
以
従
彼
国
密
々
伴
天
連
を
差
渡
二
付
て
、
今
度
か
れ
う
た
船
着
岸
之
儀
御
停
止
事
、

領
内
浦
々
二
常
々
悔
成
者
を
付
置
、
不
審
有
之
船
来
に
を
ひ
て
ハ
、
入
念
可
相
改
之
、
自
然
異
国
船
着
岸
之
時
は
、
従
先
年

如
御
定
、
早
船
中
之
人
数
を
改
め
、
陸
地
え
不
上
し
て
、
早
速
長
崎
え
可
送
遣
之
事
、

自
然
不
審
な
る
者
船
に
の
セ
来
、
又
ハ
密
々
其
船
中
之
者
を
陸
へ
上
之
輩
あ
ら
ハ
、
可
申
出
之
、
随
訴
人
之
高
下
、
急
度
御
褒
美

可
被
下
之
、
若
以
属
詫
た
の
ミ
侯
に
を
ひ
て
ハ
、
其
約
束
之
一
倍
可
被
下
事
、

右
条
々
、
所
被
仰
出
也
、
初
執
達
如
件
、

右
か
れ
う
た
御
仕
置
之
奉
書
、

寛
永
十
六
年
七
月
五
日

掃大讃加伊豊対
部炊岐賀豆後馬
頭頭守守守守守

在在在在在在在
判判判判判判判

（

一

）

条

々

一
日
本
国
被
成
御
制
禁
之
き
り
し
た
ん
宗
門
之
儀
、
乍
存
其
趣
弘
彼
法
之
者
、

一
宗
門
之
族
結
徒
党
、
企
邪
義
則
御
誅
罰
之
事
、

一
伴
天
連
同
宗
旨
之
者
か
く
れ
居
所
え
、
従
彼
国
つ
A

け
の
物
送
あ
た
ふ
る
事
、

右
因
滋
、
自
今
以
後
、
か
れ
う
た
渡
海
之
儀
被
停
止
之
畢
、
此
上
若
差
渡
に
を
ひ
て
ハ
、
破
却
其
船
、

被
仰
出
、
侶
執
達
如
件
、

干
今
密
々
差
渡
之
事
、

（
阿
部
重
次
、
老
中
）

（
阿
部
忠
秋
、
老
中
）

（
松
平
信
綱
、
老
中
）

（
堀
田
正
盛
、
老
中
）

（
酒
井
忠
勝
、
大
老
）

（
土
井
利
勝
、
大
老
）

（
井
伊
直
孝
、
大
老
）

太
田
備
中
守
御
前
え
被
召
出
、
御
用
之
覚
書
被
渡
下
、
所
謂

左
の
史
料
は
、

文
書
で
あ
る
。

寛
永
一
六
（
一
六
三
九
）
年
七
月
五
日
に
将
軍
家
光
の
上
使
、

こ
れ
を
読
ん
で
設
問
に
答
え
よ
。

【
修
士
課
程
】 二

0
二
五
年
度

専
門
科
目

日
本
史
学
コ
ー
ス

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

老
中
）

老
中
）

老
中
）

若
年
寄
の
太
田
資
宗
へ
渡
さ
れ
た
一
連
の

井
乗
来
者
悉
可
処
斬
罪
之
旨
、

其
船
中
悉
可
為
曲
事
、

其
船
中
悉
可
為
曲
事
、

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
縦
）
・
横

自
然
か
く
し

6
 

／
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『
読
売
新
聞
』

中
江
兆
民

吉
野
作
造

『
二
六
新
報
』

問
題
[
阻

『
萬
朝
報
』『

東
洋
自
由
新
聞
』

プ
レ
ス
コ
ー
ド

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

正
力
松
太
郎
白
虹
事
件
新
聞
小
説

大

新

聞

小

新

聞

黒

岩

涙

香

に
は
傍
線
を
付
す
こ
と
。

『
大
阪
朝
日
新
聞
』

内
村
鑑
三

※
語
句
の
配
列
は
順
不
同
で
あ
る
。
答
案
中
の
指
定
語
句

ア
の
歴
史
に
つ
い
て
―
二

0
0字
程
度
で
記
し
な
さ
い
。

A

次
の
語
句
を
用
い
て
、

左
の

A
.
B
に
答
え
よ
。

（
近
。
現
代
）

日
本
の
近
現
代
に
お
け
る
メ
デ
ィ

二
0
二
五
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

〖
修
士
課
程
〗
専
門
科
目
日
本
史
学
コ
ー
ス

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
範
｝
・
横
書
）

1, I 8 



問

5

問
3

問
2

所
見
を
三

0
0字
程
度
で
論
じ
な
さ
い
。

問
4

傍
線
B
に
つ
い
て
、

史
料
の
著
者
と
関
連
し
て
、
戦
前
の
民
間
学
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
一

0
0字
で
述
べ
な
さ
い
。

傍
線
A
に
つ
い
て
、
著
者
以
外
の
歴
史
学
者
の
具
体
的
な
事
例
を
一

0
0字
で
述
べ
な
さ
い
。

傍
線
C
の
内
容
は
、
現
在
の
歴
史
学
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
と
い
え
る
か
。
具
体
的
な
根
拠
を
挙
げ
て
、

問
1

史
料
の
著
者
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
一

0
0字
で
述
べ
な
さ
い
。

[
設
問
]

二
0
二
五
年
度

【
修
士
課
程
】

戸
時
代
の
儒
者
た
ち
が
、

そ
の
内
容
を
二

0
0字
で
述
べ
な
さ
い
。

（
一
九
四
六
年
）

日
本
歴
史
の
新
し
い
検
討
と
い
う
こ
と
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。
女
性
史
の
一
研
究
者
と
し
て
、
私
は
こ
の
際
若
干
の
感
想
を
の
べ
て

み
た
い
。
わ
が
国
の
歴
史
研
究
が
狭
く
浅
く
、
政
治
史
に
か
た
よ
っ
て
い
る
点
は
、
す
で
に
多
く
の
人
か
ら
い
わ
れ
て
き
た
と
お
り
で
あ

る
が
、
敗
戦
を
機
会
に
そ
れ
ら
の
こ
と
は
む
ろ
ん
反
省
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

A
 

根
本
の
問
題
は
学
問
の
自
由
、
真
理
の
探
求
で
あ
る
が
、
学
者
が
つ
ね
に
政
治
的
制
圧
を
う
け
る
こ
と
は
ま
ぬ
が
れ
え
な
い
。

私
の
経
験
か
ら
い
え
ば
、
女
性
史
な
ど
も
、
な
に
か
社
会
や
男
性
に
反
抗
す
る
危
険
思
想
で
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
、

私
は
、
昭
和
十
三
年
に
、
足
か
け
八
年
の
労
作
に
な
る
女
性
史
第
一
巻
を
「
母
系
制
の
研
究
」
と
し
て
世
に
出
し
た
。
こ
の
題
目
な
ど
、

B
 

と
く
に
、
現
行
家
族
制
の
父
系
思
想
か
ら
み
て
、
好
ま
し
く
な
い
印
象
を
も
た
れ
た
こ
と
も
、
う
な
ず
け
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
私
は
江

天
照
大
神
の
男
性
説
を
唱
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
心
持
が
い
ま
だ
に
残
っ
て
学
問
研
究
を
妨
げ
て
い
る
の
を
残

上
梓
に
際
し
、
出
版
書
葬
か
ら
は
、
わ
ざ
わ
ざ
当
局
の
注
意
事
項
が
伝
達
さ
れ
た
。
そ
れ
は
か
な
り
非
常
識
な
も
の
で
あ
っ
た
。

学
問
の
自
由
に
つ
い
て
、
な
お
一
っ
付
け
加
え
た
い
こ
と
は
、
歴
史
家
自
身
に
つ
い
て
で
あ
る
。
わ
が
国
の
歴
史
家
に
は
、
独
立
心
が

c
 

と

ぼ

し

く

、

究

の

の

こ

と

き

も

、

と

力

＜

外

の

史

巴

論

を

そ

の

ま

ま

尺

度

と

し

よ

う

と

し

、

力

ら

そ

を

み

出

そ
う
と
は
し
な
い
淵
舒
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
演
繹
的
、
説
明
的
な
態
度
が
多
く
と
ら
れ
、
帰
納
的
、
実
証
的
な
方
法
は
一

般
に
欠
け
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
自
省
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

念
に
思
う
。

ず
い
ぶ
ん
不
愉
快
な
圧
迫
や
俗
見
と
も
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

B

次
の
史
料
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

専
門
科
目

日
本
史
学
コ
ー
ス

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
盆
8
•
横
書
）

8
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こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

%_又• 

験
番
乃ロー

氏
カナ

名
渓字

この欄以外に受験番号、氏名を記入しないこと。

漢字氏名がない場合は、ひらがなで記入することも

日本史学

※選択分野に0を

記入すること

・古代
纏中世

・近世

・近現代

（
裏
へ
続
く
）

総 点

1 / 6 



ー
こ
れ
よ
り
先
の
余
白
に
は
絶
対
に
記
入
し
な
い
こ
と

（
裏
へ
続
く
）

2 / 6 



こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

（
裏
へ
続
く
）

3 I 6 



ー
こ
れ
よ
り
先
の
余
白
に
は
絶
対
に
記
入
し
な
い
こ
と

（
裏
へ
続
く
）

4/6 



こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

（
裏
へ
続
く
）

5 / 6 



一J
れ
よ
り
先
の
余
白
に
は
絶
対
に
記
入
し
な
い

JレJ

6 I 6 
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